
別紙３ 令和５年度 作成日：3月6日 国分寺市立第三中学校 校長名　　渡邊　貢治
教育目標： ○ 自ら学び、よく考える　   ○ 進んで協力し、他人を思いやる    ○ 心身ともにたくましく、最後までやりぬく

目指す学校像： ○生徒が主体的に学び活動する学校　○教職員が協働して教育活動を創造していく学校　○保護者や地域社会から信頼される学校
目指す児童・生徒像： 〇自分の夢に向かって意欲的に学ぶ生徒　〇他人のために労を惜しまない心豊かな生徒　〇強い意志と自信をもち、たくましく生きる生徒
目指す教師像： ○教育に対する熱意と使命感に富む教師　○一人一人の良さや可能性を引き出せる教師　○研修意欲に富み互いを高め合う教師

努力指標 努力指標 成果指標 成果指標

（中間） （最終） （中間） （最終）

学校関係者評価（最終評価）

領
域

中期目標 短期目標 具体的方策 今後の課題 学校関係者評価記入欄

笑
顔
と
誇
り

互 い に 認 め 合
い、高め合い、
学 び あ う こ と
で、思いやりと
豊 か な 心 を 育
み、ひとり一人
が 居 場 所 と 感
じ、安心して成
長できる集団を
育成する。

自己肯定感を育て、居
心地感を高めることで
以下の改善を図る。
①いじめ、不登校
②多様性を認め合える
集団作り
③「分三魂 （誇り・
団結・克服）」
④心身の健康

教育相談機能の強化
と、一人一人の自尊感
情を高めるコンプリメ
ントを推進する。 4 4 2 2

〇自尊感情を高める取り組みの推進。
〇教育相談機能の充実と外部連携。
〇コンプリメントの一層の推進。

　生徒が達成感や充実感を感じることが少ないのは、自己を
客観的に見る謙虚さの現れであるという考えもある。現在の
自分のポジションや能力に満足せず、努力や向上心につなが
るなら、自尊感情の低いことを否定的に捉える必要はない。
逆に三中生のコンプリメントを高めるために低いレベルで褒
めていると、向上心を失い学力が低下したり、運動での活躍
の場が狭まる危険性もある。これは本末転倒であろう。

学校行事や生徒会活
動、部活動を充実さ
せ、異年齢交流や多様
性を認める活動を推進
する。

— 4 4 4
〇全校での学校行事の充実。
〇生徒会活動活性化への指導。
〇心身の健康のための取り組み。

　今、いろいろな悩みを抱えている生徒がいる
中で、その人を受け入れられる場所や大人がい
ることが大切だと思う。

確
か
で
豊
か
な
学
力

分かる授業、興
味・関心のわく
授業の実現に努
め、確かで豊か
な学力の定着を
図る。

基礎学力の充実に加
え、協働的な学びや
ICTを活用した学びに
より、主体的な学習者
を育成する。

ユニバーサルデザイン
に基づいた授業づくり
と補習教室等での個に
応じた指導を行う。 4 4 4 4

〇丁寧な学習指導の継続。
〇ユニバーサルデザイン化の確立。
〇個に応じた学習援助。

　中学校で基礎学力を身につけることは、生徒の将来の職業
選択を考える上で非常に重要である。ここでいう基礎学力と
は、小学校・中学校で習得すべき内容である。通常の授業、
少人数授業、ICTの活用、補修授業等あらゆる場面で生徒に基
礎学力を身につけさせていただきたい。そのために日々尽力
されておられる教員各位の努力に敬意を表したい。

ICTや言語活動を活用
し、思考力・判断力・
表現力の伸長と知識だ
けでない学力を育成す
る。

3 4 3 4
〇ICTによる個別最適な学びの推進。
〇主体的な学習者育成を目指した授業改善。

　生徒は、小学校からタブレットを用いた授業
に慣れ、普通のこととして操作、活用をしてい
る。中学校で、教員側も年々の積み重ね、お互
いの情報交換などから、ＩＣＴをより効果的に
使っていけるようになっているのではと思う。

未
来
へ
開
か
れ
た
教
育

地域や多様な教
育 資 源 を 活 用
し、生徒の社会
貢献や奉仕への
意識を高める。

自校でのESD(SDGｓ）
推進を行い、校区へも
広げる。保護者や外部
人材を活用した多様な
教育活動を工夫し、主
体的に他者や地域・社
会へ貢献する態度を育
成する。

防災を中心とした地域
連携を推進し、生徒の
社会貢献への意識を高
める。

— 4 — 4
〇ＰＤＣＡサイクルに基づく「国分寺学」の実
践。

　学校は学力を身につける場であるが、一方で、先生、友
人、先輩後輩と身近に接するいわば社会の縮図でもある。友
人やクラスメートとのコミュニケーションを通して、人間関
係に悩んだりして、経験を積んで学んで行く場でもある。い
ろいろな人と会って、様々な考えや違った視点からものごと
を考える習慣を身につけることになる。新しく始まる国分寺
学については期待するところが多い。小学校であれば地元の
お百姓さんの仕事は貴いと言った郷土愛で良いかもしれな
い。しかし中学校で学ぶなら、地元を離れて国分寺市を客体
化する視点が必要であろう。例えば、JR駅の国分寺、西国分
寺、国立の駅周辺の景観がなぜ違うのか、都市開発の観点か
ら調べて見ることで国分寺市の特徴が分析できると思う。

学校だより等やブログ
での積極的な情報発信
を行う。 — 4 — 4 〇積極的な情報発信の継続。

　保護者の立場から考えると、ブログで学校の
様子や移動教室の様子がわかるのはありがたい
と思う。


